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経 済 建 設 委 員 会 記 録 

 

１ 日  時   令和３年５月１７日（月） 

          午後 ２時０４分 開会 

          午後 ２時２０分 閉会 

 

２ 場  所   第４委員会室 

 

３ 出 席 委 員   委員長 田 窪 秀 道    副委員長  伊 藤 嘉 秀 

              委  員  合 田 晋一郎    委  員   井 谷 幸 恵 

              委  員  伊 藤 謙 司    委  員   藤 原 雅 彦 

            委 員 伊 藤 優 子    委 員   山 本 健十郎 

 

４ 欠 席 委 員  な  し 

 

５ 説明のため出席した者 

・副市長   加 藤 龍 彦 

・経済部 
    

 
部   長 宮 崎    司 

 
総括次長（産業政策推進監） 高 本   光 

 
産業振興課長 松 原    広     

 
産業振興課参事 大 谷   寛 

      

６ 委員外議員  な  し 

 

７ 議会事務局職員出席者 

   係長 神野 瑠美 

 

８ 本日の会議に付した事件 

  （１）副委員長の選任及び委員席の決定 

  （２）付託案件審査 

      議案第３１号 令和３年度新居浜市一般会計補正予算（第２号）について 

 

９ 会議の概要 

○ 開 会  午後２時０４分 

 

●田窪委員長：開会挨拶 

○神野係長：担当書記挨拶 

（１）副委員長の選任及び委員席の決定 
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●田窪委員長：これより副委員長の互選を行う。副委員長の互選は、指名推選により行いたいと思う。

これに御異議ないか。 

［異議なし］ 

●田窪委員長：御異議なしと認め、指名推薦により行う。指名の方法については、私から指名したい

と思うが、これに御異議ないか。 

［異議なし］ 

●田窪委員長：御異議なしと認め、副委員長に伊藤嘉秀委員を指名する。ただいまの指名に御異議な

いか。 

［異議なし］ 

●田窪委員長：御異議なしと認める。よって伊藤嘉秀委員が副委員長に当選された。ただいま副委員

長に当選された伊藤嘉秀委員がここにおられるので、会議規則第１２７条の規定に基づき、同規則第

３１条第２項の規定を準用し、本席から告知をする。副委員長に当選された伊藤嘉秀委員から挨拶が

ある。 

○伊藤嘉秀副委員長：副委員長就任挨拶 

●田窪委員長：次に、委員席を決めたいと思う。委員席をどのようにするか。（「これでいい」「着席

のまま」と呼ぶ者あり） 

●田窪委員長：それでは委員席は、現在の着席のとおりに決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休憩 午後 ２時０６分／ 再開 午後 ２時０７分 

 

○加藤副市長：挨拶 

（２）付託案件審査 

◎経済部関係 

◇議案第３１号  令和３年度新居浜市一般会計補正予算（第２号）について 

○高本経済部総括次長：説明 

＜ 質  疑 ＞  

●藤原委員：県・市町連携えひめ版事業者応援事業費について、前年比、前々年比で売上げが30％
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減少した事業者が対象で、業種問わず、それだけが条件ということでよいか。 

○松原産業振興課長： 要件としては、令和３年の１月から５月までの任意の月の売上が前年前年

度、前々年度の同月比30％減少となっている。細やかなところでは時短要請協力金対象者につい

てはこの応援事業では対象外という取り扱いをさせていただきたい。 

●山本委員：市内でどれくらいを想定しているか。 

○松原産業振興課長： 約3,600弱の事業者を想定している。こちらについては昨年度売上高50％

減少で実施した新居浜市単独の給付金事業の申請率を基に見込みを算出しているところ。 

●山本委員：売上げが30％減少となるのは市内でどのくらいを想定しているのか。 

○松原産業振興課長：全事業者5,500の内3,600事業者を見込んでいる。 

●伊藤優子委員：5,500事業者の内増益になりそうな事業者数は。 

〇松原産業振興課長：売上げが増加する事業者は見込み切れていないが、業種によっては巣ごも

り需要などで売上げを伸ばしているところもあると聞いている。 

●井谷委員：業務委託料は何を委託するのか。 

〇松原産業振興課長：委託料620万円については業務執行に当たって人材派遣事業者等に派遣を依

頼して執行体制を整えたい。そのための委託経費を想定している。申請の受け付け等に一定の人

手がかかると見込んでいるため、そういったところの人手の確保として人材派遣会社の活用を考

えている。 

●井谷委員：報酬、給料、職員手当等については何人分か。 

〇松原産業振興課長：会計年度任用職員フルタイムで２人、パートタイムで４人分の予算である。

職員手当については、時短要請期間中に見回り等に従事した職員の時間外勤務手当等である。 

●伊藤嘉秀委員：県・市町連携えひめ版事業者応援事業費については１月から５月の延べではな

く、その内のどこかの月で 30％減少しているかどうかということか。 

〇松原産業振興課長：そのとおりである。１月から５月の任意の月の売上を比較していただくこ

とになる。 

 

＜討 論＞ な し 

 

＜採 決＞ 全会一致 原案可決 

 

○閉 会  午後 ２時２０分 
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経済建設委員会付託案件表 

 

令和３年５月１７日 

 

○経済部関係 

議案第３１号 令和３年度新居浜市一般会計補正予算（第２号） 

第１表  歳入歳出予算補正中 ﾍﾟｰｼﾞ 

歳出 第７款 商工費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3･10･11 

 


